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当商品は、一時払保険料を「定額部分」と「変額部分」に分けて運用します。
当レポートは特別勘定で運用する「変額部分」の運用状況を開示したものです。
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この保険の費用とリスクについて

この保険のしくみ図

一時払保険料が
2つの部分に
分かれます

＜イメージ＞

■ 第１保険期間中の変額部分における費用

■ 保険契約関係費 … 特別勘定の資産総額に対して年率 2.35％

■ 資産運用関係費 … 信託報酬は、投資信託の純資産総額に対して年率 0.22％（税込）

＊上記の信託報酬のほか、信託事務に関する諸費用、監査費用、有価証券・金融派生商品の取引にかかわる費用および消費税などを間接的に負

担していただきます。なお、売買委託先、売買金額などによって手数料率が変動するなどの理由から、これらの計算方法は表示しておりません。

記載の信託報酬は 当レポート発行月現在の数値であり、運用会社により将来変更される場合があります。

■ 第１保険期間中の定額部分における費用
積立利率の計算にあたって、ご契約の締結・維持などに必要な費用および死亡保険金を支払うための費用の率をあらかじめ差し引いており

ます。

■ 第２保険期間中における費用

第２保険期間中の積立金から死亡保険金を支払うための費用を控除します。

＊上記の費用は、第２保険期間移行日の年齢、性別、経過期間などによって異なるため、計算方法は表示しておりません。

また、積立利率の計算にあたって、ご契約の維持などに必要な費用および死亡保険金を支払うための費用の率をあらかじめ差し引いており

ます。

■ 特定のご契約者に負担していただく費用

① 第１保険期間中の解約返還金額は、つぎの費用を控除したうえで計算されます。

解約控除 ＝ 基本保険金額×解約控除率（3.5％～0.1％）

＊定額移行日以後に解約・減額した場合、解約控除はかかりません。

②「目標値到達時定額終身保険移行特約」を付加し、定額の終身保険に移行する場合、移行後基本保険金額は、保険契約の維持などに必要な費用

および死亡保険金を支払うための費用を控除する前提で算出されます。

＊上記の費用は、定額移行日の年齢、性別、経過期間などによって異なるため、これらの計算方法は表示しておりません。

③「年金支払移行特約」および「死亡給付金等の年金払特約」を付加した場合、年金受取期間中の毎年の特約年金支払日に、受取特約年金額に対

して最大 0.35％を負担していただきます（当レポート発行月現在の数値であり、将来変更することがあります）。

■費用について（この保険に係る費用は、以下の費用の合計になります）

●第１保険期間の変額部分について、国内株式、先進国株式、新興国株式、国内債券、先進国債券、新興国債券、国内リート、先進国リートなどで実質

的に運用されるため、運用実績が積立金額、死亡保険金額、解約返還金額などの増減につながります。

●株価や債券価格の下落、為替の変動などにより、積立金額、解約返還金額は一時払保険料相当額を下回ることがあり、損失が生じるおそれがあり

ます。

■第１保険期間の変額部分の投資リスクについて（損失が生じるおそれ）

第１保険期間の定額部分や第２保険期間について市場価格調整（市場金利の変動に応じた運用資産の価値の変動を解約返還金額に反映）を行うこ

と、第１保険期間の変額部分について投資リスクがあること、第１保険期間の解約または減額の際に解約控除がかかることなどの理由により、解約返

還金額などが一時払保険料相当額を下回り、損失が生じるおそれがあります。

■解約・減額する場合のリスクについて（損失が生じるおそれ）
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基準価額の推移（税引前分配金再投資）

※ 組入比率は純資産総額に対する割合です。
※ 計理処理の仕組みにより直近の追加設定分が反映されないことなどから、

「現金等」の比率がマイナスになる場合があります。

※ 騰落率は税引前の分配金を再投資したものとして算出していますので、実際の投資家利回りと異なることがあります。
※ 参照指数の騰落率は、ソシエテ ジェネラルから提供を受けたデータを基に作成しています。

※ 基準価額は税引前の分配金を再投資したものとし
て計算していますので、実際の基準価額と異なるこ

とがあります。
※ 基準価額は設定日（2016年5月2日）の前営業日

を10,000として、参照指数はファンドが参照指数連

動債券による運用を開始した日の前営業日を
10,000として表示しています。

※ 基準価額は信託報酬控除後です。

※ 参照指数の推移は、ソシエテ ジェネラルから提供を
受けたデータを基に作成しています。

2026年1月30日現在  

組入投資信託の運用レポート＜参考情報＞ 【特別勘定の名称】
グローバル運用型ＷＬＲ（円建）

※ 本資料は、特別勘定に組み入れている投資信託の運用状況を参考情報として開示するもので、りそなアセットマネジメント株式会社が作成した運用レポートを
第一フロンティア生命保険株式会社よりご提供するものです。

※ この投資信託の基準価額の変動は、特別勘定の基準価格の変動とは異なります。また、ご契約者が直接投資信託を保有しているものではありません。
※ 本資料に記載されている運用実績等は、過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

【投資信託の名称】

りそなグローバルバランスファンド ＳＧ ＪＰＹ（適格機関投資家限定）
【設定・運用】

りそなアセットマネジメント株式会社

当月末基準価額・純資産総額

基     準     価     額 47,543 円
純   資   産   総   額 188.3 百万円

ポートフォリオ構成（組入比率）

参照指数連動債券 99.0%

現金等 1.0%

合計 100.0%

騰落率（税引前分配金再投資）

１ヵ月 ３ヵ月 ６ヵ月 １年 ３年 設定来

当ファンド 2.57% 9.14% 40.81% 20.76% 136.17% 375.43%

参照指数 2.63% 9.32% 41.55% 21.35% 139.93% 404.10%

差 -0.06% -0.18% -0.74% -0.60% -3.76% -28.67%

グローバル運用型ＷＬＲ（円建）の主な投資対象であるりそなグローバルバランスファンドＳＧ ＪＰＹ（適格機関投資家限定）は、円
建ての投資信託です。

〇当資料は、りそなアセットマネジメント株式会社が作成したものです。
〇当資料は情報提供を目的とするものであり、投資家に対する投資勧誘を目的とするものではありません。
〇投資信託は参照指数連動債券への投資を行います。参照指数連動債券の価格は参照指数の値動きによる影響を受けます。したがって、投資元本は保証さ

れているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り投資元本を割り込むことがあります。
〇当資料は、りそなアセットマネジメント株式会社が信頼できると判断したデータにより作成しておりますが、その内容の完全性、正確性について、同社が保証するも

のではありません。また掲載データは過去の実績であり、将来の運用成果を保証するものではありません。
〇当資料に記載されている運用実績は税引前分配金を再投資したものとする基準価額の変化を示したものであり、税金および手数料は計算に含まれておりませ

ん。
〇当資料における内容は作成時点のものであり、今後予告なく変更される場合があります。
〇投資信託は

①預貯金等や保険契約ではありません。また、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。加えて証券会社を通じて購入してい
ない場合には投資者保護基金の対象にもなりません。

②購入金額については元本保証および利回り保証のいずれもありません。
③投資した資産の価値が減少して購入金額を下回る場合がありますが、これによる損失は購入者が負担することとなります。
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■投資方針
当ファンドはソシエテ ジェネラル ルクセンブルクが発行する参照指数連動債券に投資することにより、参照指数の動きに連動す
る投資成果をめざします。
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【参考情報】

■資産配分比率とレバレッジ倍率の推移（設定来）

■資産配分比率の状況

※ 配分比率は各資産における配分の状況です。
※ １ヵ月騰落率は各対象資産（現地通貨建て）の騰落率であり、当ファンドの月末営業日の基準価額に反映される値を基に計算しています。
※ 参照指数寄与度（概算値）は参照指数（円建て）の騰落率に対する対象資産の寄与度を表したものです。ただし、概算値であり実際の参照指数（円

建て）の騰落率を正確に説明できるものではありません。あくまでも傾向を計るための目安としてご覧ください。

以下は、ソシエテ ジェネラルから提供を受けたデータに基づいて作成しています。

2026年1月30日現在  

組入投資信託の運用レポート＜参考情報＞ 【特別勘定の名称】
グローバル運用型ＷＬＲ（円建）

※ 本資料は、特別勘定に組み入れている投資信託の運用状況を参考情報として開示するもので、りそなアセットマネジメント株式会社が作成した運用レポートを
第一フロンティア生命保険株式会社よりご提供するものです。

※ この投資信託の基準価額の変動は、特別勘定の基準価格の変動とは異なります。また、ご契約者が直接投資信託を保有しているものではありません。
※ 本資料に記載されている運用実績等は、過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

【投資信託の名称】

りそなグローバルバランスファンド ＳＧ ＪＰＹ（適格機関投資家限定）
【設定・運用】

りそなアセットマネジメント株式会社

〇当資料は、りそなアセットマネジメント株式会社が作成したものです。
〇当資料は情報提供を目的とするものであり、投資家に対する投資勧誘を目的とするものではありません。
〇投資信託は参照指数連動債券への投資を行います。参照指数連動債券の価格は参照指数の値動きによる影響を受けます。したがって、投資元本は保証さ

れているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り投資元本を割り込むことがあります。
〇当資料は、りそなアセットマネジメント株式会社が信頼できると判断したデータにより作成しておりますが、その内容の完全性、正確性について、同社が保証するも

のではありません。また掲載データは過去の実績であり、将来の運用成果を保証するものではありません。
〇当資料に記載されている運用実績は税引前分配金を再投資したものとする基準価額の変化を示したものであり、税金および手数料は計算に含まれておりませ

ん。
〇当資料における内容は作成時点のものであり、今後予告なく変更される場合があります。
〇投資信託は

①預貯金等や保険契約ではありません。また、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。加えて証券会社を通じて購入してい
ない場合には投資者保護基金の対象にもなりません。

②購入金額については元本保証および利回り保証のいずれもありません。
③投資した資産の価値が減少して購入金額を下回る場合がありますが、これによる損失は購入者が負担することとなります。

配分比率 1ヵ月

前月末 当月末
騰落率

株式 国内株式 TOPIX先物 23.50% 24.35% 3.04% 1.83%

先進国株式 S&P500種指数先物 25.39% 26.13% 0.65% -0.59%
ﾕｰﾛ･ｽﾄｯｸｽ50指数先物 3.45% 3.64% 3.25% 0.26%

FTSE100指数先物 2.08% 2.25% 2.37% 0.18%
S&Pﾄﾛﾝﾄ60指数先物 1.13% 1.23% 1.60% 0.03%

ASX/SPI200指数先物 0.61% 0.61% 1.32% 0.08%
新興国株式 MSCIｴﾏｰｼﾞﾝｸﾞ･ﾏｰｹｯﾄ･ｲﾝﾃﾞｯｸｽ先物 6.79% 7.07% 11.23% 1.92%

債券 国内債券 日本10年国債先物 16.95% 14.20% -0.87% -0.42%
先進国債券 米国10年国債先物 0.94% 1.04% -0.60% -0.06%

ﾄﾞｲﾂ10年国債先物 0.63% 0.63% 0.43% -0.00%
英国10年国債先物 0.12% 0.13% -0.30% 0.00%

ｶﾅﾀﾞ10年国債先物 0.06% 0.08% 0.12% -0.00%
豪州10年国債先物 0.23% 0.27% -0.29% 0.02%

新興国債券 iｼｪｱｰｽﾞJ.P.ﾓﾙｶﾞﾝ米ﾄﾞﾙ建てｴﾏｰｼﾞﾝｸﾞ･ﾏｰｹｯﾄ債券ETF 2.43% 2.56% -0.18% -0.12%
REIT 国内REIT 東証REIT指数 8.04% 7.96% -1.03% -0.26%

先進国REIT iｼｪｱｰｽﾞ米国不動産ETF 7.64% 7.84% 1.25% -0.12%
短期金融資産等 0.00% 0.00% ― ―

資産クラス 対象資産
参照指数
寄与度

（概算値）
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当月の市場環境と資産配分状況

＜市況概況＞
　株式市場は、国内外ともに上昇しました。国内では、衆議院選挙後の経済政策への期待などから､日経平均株価は続
伸､東証株価指数（TOPIX）は11ヵ月連続で上昇し､それぞれ最高値を更新しました｡米国では、グリーンランド領有を巡る
欧州との対立から一時的に下落する場面がありましたが､個別企業の好決算などを手掛かりに持ち直し､NYダウとS&P500
指数は最高値を更新しました。欧州では、英FTSE100指数が最高値を更新しました。
　債券市場は、国内では利回りが上昇（債券価格は下落）し、先進国ではまちまちの動きとなりました。国内では、財政悪
化への懸念を背景に、30年および40年国債の利回りが一時的にそれぞれ過去最高となる3.9％､4.2％まで上昇しまし
た。米国では、FOMC（連邦公開市場委員会）で雇用の下振れリスクとインフレの上振れリスクが再び均衡化しているとの見
方が示され､早期利下げ期待が後退しました｡欧州では､フランスで2026年予算成立の目途が立ったことを受け､同国の10
年国債利回りは月初の3.6％超から3.4％台前半に低下しました。

＜今後の運用方針＞
　IMF（国際通貨基金）は、1月の世界経済見通しで、2026年と2027年の世界全体の成長率予測をそれぞれ3.3％（前回
10月：3.1％）、3.2％（同：3.2％）とし、2026年の見通しを上方修正しました。米国の関税政策や不確実性が引き続き経
済活動を抑制すると予想されるものの、AI（人工知能）を含むテクノロジー関連投資の急増や緩和的な金融環境の継続を
背景に、世界経済は緩やかな拡大を続けると見込まれています。今後については、米国の雇用市場の動向や関税政策
が主要国の経済や物価に悪影響を及ぼさないか、引き続き丹念に点検する必要があります。
　このような見通しを踏まえ、資産配分戦略は円建て債券を『アンダーウェイト』、国内リートを『ニュートラル』、その他資産
は円建て債券を『アンダーウェイト』する見合いで、『オーバーウェイト』とする戦略を継続します。

以下「市況概況」および「運用概況」は、ソシエテ ジェネラルから提供を受けたコメントに基づいて作成しています。

2026年1月30日現在  

組入投資信託の運用レポート＜参考情報＞ 【特別勘定の名称】
グローバル運用型ＷＬＲ（円建）

※ 本資料は、特別勘定に組み入れている投資信託の運用状況を参考情報として開示するもので、りそなアセットマネジメント株式会社が作成した運用レポートを
第一フロンティア生命保険株式会社よりご提供するものです。

※ この投資信託の基準価額の変動は、特別勘定の基準価格の変動とは異なります。また、ご契約者が直接投資信託を保有しているものではありません。
※ 本資料に記載されている運用実績等は、過去のものであり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。

【投資信託の名称】

りそなグローバルバランスファンド ＳＧ ＪＰＹ（適格機関投資家限定）
【設定・運用】

りそなアセットマネジメント株式会社

〇当資料は、りそなアセットマネジメント株式会社が作成したものです。
〇当資料は情報提供を目的とするものであり、投資家に対する投資勧誘を目的とするものではありません。
〇投資信託は参照指数連動債券への投資を行います。参照指数連動債券の価格は参照指数の値動きによる影響を受けます。したがって、投資元本は保証さ

れているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り投資元本を割り込むことがあります。
〇当資料は、りそなアセットマネジメント株式会社が信頼できると判断したデータにより作成しておりますが、その内容の完全性、正確性について、同社が保証するも

のではありません。また掲載データは過去の実績であり、将来の運用成果を保証するものではありません。
〇当資料に記載されている運用実績は税引前分配金を再投資したものとする基準価額の変化を示したものであり、税金および手数料は計算に含まれておりませ

ん。
〇当資料における内容は作成時点のものであり、今後予告なく変更される場合があります。
〇投資信託は

①預貯金等や保険契約ではありません。また、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。加えて証券会社を通じて購入してい
ない場合には投資者保護基金の対象にもなりません。

②購入金額については元本保証および利回り保証のいずれもありません。
③投資した資産の価値が減少して購入金額を下回る場合がありますが、これによる損失は購入者が負担することとなります。

市況概況

　1月の株式市場は、国内では、東証株価指数は前月末比+4.62％となりました。外国では、S&P500種は前月末比
+0.62％となりました。FTSE100は前月末比+2.85％となりました。
　債券市場では、国内債券の利回りは0.19％上昇（価格は下落）となりました。米ドル建て債券の利回りは0.11％上昇（価
格は下落）となりました。欧州では、ドイツ10年国債利回りが0.01％低下（価格は上昇）となりました。

運用概況

　参照指数は前月末比で+2.63％となりました。平均レバレッジは290％でした。組入れ資産のパフォーマンスについては、
日本10年国債先物がマイナス寄与、米国10年国債先物がマイナス寄与、ドイツ10年国債先物がマイナス寄与、カナダ
10年国債先物がマイナス寄与、S&P500種指数先物がマイナス寄与、iシェアーズJ.P.モルガン米ドル建てエマージング・
マーケット債券ETFがマイナス寄与、iシェアーズ米国不動産ETFがマイナス寄与、東証REIT指数がマイナス寄与、その他
はプラス寄与となりました。

※ SGI RESONA DFLWL JPYインデックスの著作権はソシエテ ジェネラルに帰属します。ソシエテ ジェネラルは指数の算出のためにS&Pダウ・ジョーンズ・インダイ
シズと契約を交わしています。

※ S&Pダウ・ジョーンズ・インダイシズは、当指数への出資、宣伝を行っておりません。また、指数の算出における過誤または遺漏につき一切責任を負わないものと
します。
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